
※ 管理形態欄には、直営・管理委託・指定管理者の別を記入

２．現指定管理者の概要【施設所管課記入】

３．施設の概要【施設所管課記入】

利 用 料 金 制

採 用 の 有 無 　■　有　　□　無

利 用 料 金 の 名 称
・施設利用料金
・行為許可利用料金（宮城県サッカー場を除く）

開 館 （ 所 ） 日 年末年始（12/29～翌1/3日迄）及び毎月月曜（休館日）を除く毎日

開 館 （ 所 ） 時 間 午前9時00分～午後9時00分（プール：午前10時00分～午後8時00分）/日・祝日午前9時～午後5時

施 設 の 内 容

敷 地 面 積
宮城県総合運動公園　約４３２，０００㎡
宮城県サッカー場　１１２，５３３．１９㎡

構 造

キューアンドエースタジアムみやぎ（宮城スタジアム）：鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造6階建、セキスイハイムスー
パーアリーナ（総合体育館）：メインアリーナ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造3階建、サブアリーナ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造2階
建、セントラルスポーツ宮城G21プール（総合プール）：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上3階地下1階建、テニス
コート：砂入り人工芝ｺｰﾄ10面、全天候型ﾊｰﾄﾞｺｰﾄ6面、合宿所：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造3階建、みやぎ生協め
ぐみ野ｻｯｶｰ場（宮城県サッカー場）：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造3階建

内 容

第１種公認陸上競技場、第３種公認陸上競技場（補助競技場）、
第３種公認投擲場、セキスイハイムスーパーアリーナ（メイン・サブ）、
日水連公認プール（長水路、短水路、飛込）、テニスコート、合宿所
サッカー場（天然芝２面、人工芝１面）

指 定 管 理 者 が 行 う
業 務 の 範 囲

１　本施設の管理運営業務
２　本施設の使用許可申請の受付及び許可並びに利用料金の徴収に関する業務
３　本施設の利用の制限及び入場の拒否等に関する業務
４　本施設（宮城県サッカー場を除く）の行為許可に関する業務
５　本施設及び付随施設の機械設備の操作・日常点検業務
６　本施設及び付随施設の施設・設備、物品及び敷地の維持管理業務
７　その他の施設の管理運営業務に関して宮城県が必要と認める業務

宮城県総合運動公園（グランディ・２１）

所 在 地 宮城県宮城郡利府町菅谷字舘４０－１

指 定 期 間 　令和４年４月１日　～　令和９年３月３１日　（５か年）

募 集 方 法 　■　公募　　□　非公募

設 置 目 的 スポーツの普及振興を図り、もって県民の心身の健全な発達と福祉の増進に資するため

平成２４年４月 　～　平成２９年３月 指定管理者 宮城県スポーツ振興財団・同和興業・セントラルスポーツグループ

指 定 管 理 者 の 名 称 宮城県スポーツ協会・同和興業・セントラルスポーツ

施 設 所 管 部 課 （ 室 ） 企画部スポーツ振興課

宮城県スポーツ協会・同和興業・セントラルスポーツグループ

令和４年４月 　～　令和９年３月 指定管理者 宮城県スポーツ協会（振興財団）・同和興業・セントラルスポーツグループ

指 定 管 理 者 の 名 称
名  称

平成１８年４月 　～　平成２１年３月 指定管理者 宮城県スポーツ振興財団・同和興業・セントラルスポーツグループ

平成２１年４月 　～　平成２４年３月 指定管理者 宮城県スポーツ振興財団・同和興業・セントラルスポーツグループ

（様式第１号）

指定管理者制度導入施設の管理運営に関する評価票（評価対象年度：６年度）

施 設 の 名 称 宮城県総合運動公園（宮城県サッカー場を含む。）

１．当該施設の管理形態の推移【施設所管課記入】

期　　　　　             間 管理形態 指定管理者（管理受託者）の名称 摘 要

平成２９年４月 　～　令和４年３月 指定管理者 宮城県スポーツ協会（振興財団）・同和興業・セントラルスポーツグループ H30.4.1名称変更

所在地 宮城県宮城郡利府町菅谷字舘４０－１

設 置 年 月 平成７年１１月

根 拠 条 例 等 県立都市公園条例、総合運動場条例

施 設 の 名 称



４．施設利用実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 開館（所）日数及び利用者数

日 日 日

日 日 日

人 人 人

※ 対象施設が複数ある場合は施設ごとに記入

 (2) 延べ利用者数の内訳

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

５．管理運営収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

開館（所）日数（テニス・サッカー場） 328 220 305

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(A)

前　年　度
（令和5年度）

(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(C)

93.0% 138.6%

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

開館（所）日数
（体育館・プール・スタジアム・合宿所）

328 315 322 98.2% 102.2%

総合プール

合宿所

77,000 77,577 113,947 148.0% 146.9%

8,500 8,570 9,569 112.6% 111.7%

112.6% 112.1%

　※　自主事業を実施している場合は、上記に準じて、自主事業の収支実績を別掲

#DIV/0! #DIV/0!

次期繰越収支差額 #DIV/0! #DIV/0!

前期繰越収支差額

106.4% 102.6%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 5,705 27,332 12,969 227.3% 47.4%

支 出 計　(ｂ) 1,037,232 1,075,337 1,103,538

103.8% 91.9%

その他 96,845 83,958 90,666 93.6% 108.0%

事業運営費 49,012 55,369 50,881

99.6% 101.4%

施設管理費 706,774 754,703 778,119 110.1% 103.1%

人件費 184,601 181,307 183,872

115.9% 116.2%

収 入 計　(ａ) 1,042,937 1,102,669 1,116,507 107.1% 101.3%

その他（補助金収入・自主事業収入等） 79,378 79,232 92,034

100.0% 100.0%

利用料金収入 388,559 448,437 449,473 115.7% 100.2%

県指定管理料 575,000 575,000 575,000

（単位：千円、％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(A)

前　年　度
（令和5年度）

(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(C)

115.6% 115.4%

合　　　　計 1,200,500 1,203,680 1,352,467 112.7% 112.4%

公園来場者（無料観客・見学・公園） 289,000 289,405 334,025

サッカー場 56,000 56,695 68,644 122.6% 121.1%

テニスコート 19,000 19,081 21,390

154.9% 152.7%

総合体育館 715,000 715,856 749,145 104.8% 104.7%

宮城スタジアム 36,000 36,496 55,747

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(A)

前　年　度
（令和5年度）

(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(C)

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

延べ利用者数 1,200,500 1,203,680 1,352,467 112.7% 112.4%



５．自主事業収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

118.3%

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度
比

(C)/(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(A)

前　年　度
（令和5年度）

(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(C)

事業費 54,145 43,120 50,996 94.2%

参加料収入 42,700 40,837 39,669 92.9% 97.1%

61.6%

収 入 計　(ａ) 96,845 83,957 90,665 93.6% 108.0%

人件費 104 164 101 97.1%

130.5%

施設管理費 9,177 7,960 10,917 119.0% 137.1%

事業運営費 28,861 17,130 22,349 77.4%

108.0%

その他 58,703 58,703 57,298 97.6% 97.6%

支 出 計　(ｂ) 96,845 83,957 90,665 93.6%

#DIV/0!

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

前期繰越収支差額 #DIV/0!

次期繰越収支差額 0 #DIV/0! #DIV/0!



６．評価対象年度（　　　　年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価

30 人 10 人

S

主

な

視

点

経
済
性

効
率
性

収支実績

上記「５．管理運営収支実績」のとおり

S

　メインプール再開や原油高騰によって施設
管理費の増があったものの、黒字決算として
いる。また、指定管理者の費用負担により、
施設の改修や修繕が実施されており、利用
者の利便性向上が図られている。

　利用者ニーズを適切に把握しつつ、幅広
い年齢層を対象とした各種事業を展開し、
生涯スポーツの普及・振興、運動機会の創
出・増加に努めている。

S

正規 非正規

上記「４．施設利用実績」のとおり

利用実績

項　　目

管理運営体制

人員体制

施設・設備の維
持管理業務の

実施

運営業務（ソフト
事業等）の実施

○施設を安定的に供用できたことから利用
料収入が増額となり、計画に対し、7,264千
円の増額となった。
○支出については、令和6年度からメイン
プールが全面的に再開になった事により電
気、水道、ガスの各使用量が大幅に増えた
事と、料金単価の高騰による光熱費の増な
どにより、計画に対し66,306千円の増となっ
た。
○収入決算11億1,650万7千円から支出決
算11億353万8千円を差し引いた額1,296
万9千円の黒字決算となった。

【人員配置】
　総務部、事業企画部、サービス向上グ
ループ、施設管理グループの4グループ制と
し、効率的な管理体制をとった。
【職員研修】
・組織体制の強化と職員の資質向上のた
め、職員全体研修会を年度内に３回実施す
るとともに、階層別対応研修会に職員を派
遣した。
・職員に専門性を持たせるため施設管理に
関する資格取得を推進した。
・各種研修会に職員を派遣した。

○県民向け会員制事業（フィットネス＆レッ
スン等）を実施し、生涯スポーツの普及振興
に努めた。
○幼児及び小学校低学年を対象としたキッ
ズ体育教室を開催し、子どもの健康な体力
づくりと体力・運動能力向上の推進を図っ
た。
○高齢者向けのシニア運動教室を開催し、
健康長寿の延伸を図った。
〇多くの県民に施設を身近に感じていいただ
くために5月に補助競技場の無料開放、10
月にサブアリーナの無料開放とみやぎスポー
ツDAYを実施した。
○ｺﾞﾐ発生量の削減やｴｺﾏｰｸ対象製品の使
用、エコドライブ及び節電等により環境保全
や省エネルギーを推進することができた。
○コンサートやスポーツ大会の開催時、主催
者をはじめ、地域や警察、消防等関係団体
にご協力いただき、良好な施設提供ができ
た。
〇引き続きウォーキングマップの活用により、
県民への運動機会を提供することができた。
○熱中症対策として、デジタルサイネージや
園内放送等で、活動前の水分補給や適度
な休憩等の注意喚起を行った。

　○利用者ニーズの把握に努めたことで参
加者数が順調に増加し、県民の日常的な運
動機会の増加に繋げることができた。
○幼児から高齢者までの教室の実施により、
生涯にわたるスポーツ活動の機会を提供す
ることができた。
〇施設の無料開放を行ったことで、特に近
隣住民の皆様により施設を身近に感じてい
ただくことができた。
○「みやぎスポーツDAY」においては、子ども
から大人まで楽しめる全20種類のスポーツ
を一堂に集めた体験型イベントを実施し、県
民のスポーツへの参加機械の提供に務める
ことができた。
○デジタルサイネージをサブアリーナとプー
ルの受付に設置してる。今後、スタジアム等
の設置を検討していきたい。

○適切な人員配置及び業務分担により、効
率的な管理運営体制で業務を遂行すること
ができた。
〇県担当課、コンソーシアムグループ及び関
係各所との連携・協力により円滑な管理運
営ができた。
○施設を管理するうえで必要な資格取得を
推進し、専門的な知識を有する職員の育成
を図ることができた。
○全体研修会を複数回開催することで職員
間の交流や意識向上を図ることができた。
○各種研修会に職員を派遣することにより、
他施設、他団体との交流機会を増やし、職
員の資質向上に取り組んだことで、利用者
サービスの向上が図れた。
○障がい者の法定雇用率の引上げにともな
い、障がい者の雇用が課題となっており、県
やハローワーク、関係団体への相談を行い、
達成に向けて取り組んでいく。

A

　適切な人員配置を行い、効果的な管理運
営体制が図られている。適時関係箇所との
連携等を行っており、円滑に管理運営ができ
る体制をとっている。施設管理に関する資格
取得を推進する取り組みや、各種研修会に
職員を派遣することにより、他施設、他団体
との交流機会を増やす取り組みを行い、職
員の資質向上に努めている。また、全職員を
対象としたコンプライアンス研修を実施する
など、内部統制を図るための取組みがなさ
れている。

S

○地震により被災したスタジアムが3月に利
用再開し、ベガルタ戦が3試合開催されたこ
となどにより利用者数が増となっている。
○自主事業においては、スポーツフェスティ
バル等の無料参加型のイベントの実施やス
ポーツ教室・スクール事業を通年で開催でき
たことにより、前年度とほぼ同様の利用者数
となっている。

S

　全ての施設において、事業計画及び前年
度実績を上回っており、施設の利用促進が
図られている。

S

S

事業実績
【指定管理者記入】

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【施設所管課記入】

○定期・法定点検に加え、施設管理グルー
プ職員による日常的保守点検を実施し、設
備の保全を図った。
○指定管理料に含まれる26,000千円を超
える修繕を実施し、施設及び利用者の安全
を担保すると共に利便性の確保をした（修繕
費130件94,576千円）。
○利用者サービスを低下させることなく，機
能保全を図った。
○光熱費の使用量削減や照明機器のLED
化等を推進し、省エネルギー化に取り組ん
だ。
○令和6年8月21日に漏電による受水槽の
給水停止トラブルが発生し、総合運動公園
全体の給水機能や冷暖房機能の停止する
事態となり、指定管理者としては利用者サー
ビス維持のために、高圧ケーブルの代替の
ため発電機による仮復旧および漏電が原因
と思われる高圧ケーブルの緊急修繕を実施
した。
〇スタジアムの再開に向けてフィールド照明
等の点検修繕等を実施した。

○法定点検だけではなく、施設管理グルー
プ職員による日常的な保守管理により、施
設・設備の状況を常に把握し、予防保全の
取組として不具合の早期発見・早期対応に
努めた。
○施設の劣化・不具合状況等の現状につい
て、その都度県担当課へ迅速に報告・相談
し、情報の共有が図ることができた。
○緊急性の高い修繕や利用者サービスの向
上につながる修繕等については、県と管理
運営協定書に基づく協議の上、当グループ
において実施し(9件47,839千円）、利用者
サービスの低下を防ぎ、安全・安心な施設の
提供となるように取り組んだ。
○高圧ケーブル事故の再発防止策として、
高圧ケーブルの計画的な更新工事を県に
提案するとともに、暫定的な対策として水位
調査及び定期的な地下水の汲み上げ対策
を実施している。
○指定管理施設の老朽化が進む中で、修
繕費は今後増加していくことが予想される。
施設運営に影響が及ぶ電気・ガス・水道等
のライフラインの機能が停止しないよう、県と
指定管理者の役割分担を再確認した上で、
県とともに予防保全の視点で施設修繕を計
画的かつ着実に進めていきたい。

S

　日常的な保守点検はもとより、施設・設備
等の不具合の際には、県との迅速な情報共
有が図られている。また、緊急性の高い修繕
や利用者のサービス向上に寄与する改修な
どにおいては、指定管理者による迅速な整
備・対応が図られている。

S



○施設毎にアンケート調査を実施し、いただ
いたご意見やご要望を毎月実施のアンケート
検討委員会により検討し、管理運営に反映
した。また、検討結果や対応内容について施
設内への掲示により、利用者にお知らせし
た。
○各施設窓口において、直接的な要望等の
把握に努め、その都度、迅速な対応を行っ
た。

○ご意見・ご要望については、利用する立場
で検討し、管理運営に的確に反映させ、利
用者サービス向上を図ることができた。
【管理運営反映例】
・加湿器の設置（スタジオ）
・利用者ニーズを反映したフィットネスプログ
ラムの提供
・プールロッカー出入口にベンチを設置

S

利用者サービス
の向上

利用者の苦
情、要望等の

把握とその反映

　総合運動場として各競技の大会開催を優
先し、年間利用を調整しているが、貸切利用
の状況を館内掲示やホームページで公開す
ることにより、個人利用者への配慮がなされ
ている。

有
効
性

県民の平等利
用

安全対策

　利用者からの要望・意見に対して、細やか
に対応していることに加え、利用者満足に繋
がる取り組みを積極的に提案・実践しサービ
ス向上を図っている。

○訓練等
・9月と10月に消防訓練、12月に総合防災
訓練を実施した。
・訓練と併せて館内を巡回し、避難経路の
確認、危険箇所の確認を行った。
○夜間土日祝でも非常時に備えて、管理監
督者が勤務する体制をとっている。
○施設利用において、主催者と安全対策に
ついて打合せし注意喚起するとともに、施
設・設備の保守管理の徹底や職員の安全
教育を実施した。
【実施対策】
・雷雲接近情報提供
・熱中症予防に関する情報提供
・食中毒等の防止案内の実施
・貴重品の保管と盗難への注意喚起
・監視カメラによる確認及び巡回監視
・予防修繕の実施
・防災、避難訓練の実施、他
　
〇利用者の安全確保のため沿道への横断
防止柵の設置を実施した。
○令和6年8月21日に漏電による受水槽の
給水停止トラブルが発生し、総合運動公園
全体の給水機能や冷暖房機能の停止する
事態となり、指定管理者としては利用者サー
ビス維持のために、高圧ケーブルの代替の
ため発電機による仮復旧および漏電が原因
と思われる高圧ケーブルの緊急修繕を実施
した。

○大会等主催者との打合せにおいて、各参
加者にも内容を周知徹底していただくように
要請し、各種事故の発生防止に努めた。
○全施設同時の防災訓練を実施し、より実
践的な安全対策をとることができた。
○左記の各種情報提供及び対策の実施に
より、利用者の安全担保を図ることができ
た。

〇地震発生後も応急修繕と危険個所への
安全対策により、早期に施設利用を再開で
きた。
　
○園路の横断防止柵の整備工事により、横
断による園路渋滞が解消され駐車場の出入
庫の円滑化が図られたことにより、施設利用
者の利便性・快適性の向上を図ることができ
た。
○指定管理施設の老朽化が進む中で、修
繕費は今後増加していくことが予想される。
施設運営に影響が及ぶ電気・ガス・水道等
のライフラインの機能が停止しないよう、県と
指定管理者の役割分担を再確認した上で、
県とともに予防保全の視点で施設修繕を計
画的かつ着実に進めていきたい。

S

○競技大会について、国＞地方＞県＞市
町村の優先順位により、年間の利用調整を
行った。
○県民誰もが利用できる状況とするため、競
技大会・イベント等の利用日数を調整し、個
人利用日を設け、平等利用に努めた。
○施設内掲示の他、ホームページで利用予
定を一目で確認できるように情報を提供する
ことができた。

○県のスポーツ振興の中核拠点施設である
ことを認識し、スポーツ利用を中心とした、多
様な施設の提供を行うことができた。
○個人で利用できる日程を確保し、誰もが
気軽に利用できる環境整備に努めた。
〇パソコンやスマートフォン等で空き状況を
調べたり、申込書をダウンロードできるので
便利であると好評を得た。

A

S

　防災訓練の実施や緊急連絡先の整備、各
種事故予防など多岐にわたり、利用者の安
全対策が図られている。また、指定管理者
実施により構内横断防止柵の設置箇所を
年々拡大するなど、ハード面での対策もなさ
れている。

そ
の
他

○競技大会等の貸切利用における早朝・深
夜時間の利用希望者に対し、柔軟な対応を
行った。
○専用ホームページの他、マスメディア活用
し、事業や施設利用情報等について積極的
な各種情報提供を行った。
○仙台空港駅に施設PR広告看板を設置
し、遠方から来場者への利用促進及び来場
者増を図った。
○利用者アンケート等による要望・意見等に
ついて所内検討し、利用者サービス向上を
図った。
○県民の健康維持・増進に寄与するため、
様々な運動機会を提供するとともに併せて
宮城県総合運動公園の利活用及び個人利
用の促進を目的に、施設無料等の利用者
特典を設けた「スポーツポイントカード」を発
行し、スポーツ実施率の向上及び利用者
サービスの向上を図った。
〇自主事業の参加者募集の広報は、館内
掲示、チラシ配布等のほか、HPやメール配
信も活用し新たな受講者の獲得に努めた。

A

　利用者アンケートに加え、各窓口で利用者
の意見要望を聞く体制を整えている。毎月ア
ンケート検討委員会を実施し、対応可能な
要望については迅速に対応し、利用者サー
ビス及び利用者満足度の向上を図ってい
る。 S

○大会等では、早朝や延長利用の希望が
多く、柔軟に対応することで円滑な大会運営
に寄与することができた。
○ホームページでの案内や館内CM、フリー
ペーパー広告等に加え、仙台空港に広告看
板を設置したことにより、多くの県民に事業や
施設情報を提供することができた。
○利用者の要望やご意見について、迅速か
つ適正に対応し、利用者サービスの向上に
繋げることができた。
○「スポーツポイントカード」を導入し、スタン
プを20個押印したカードと引き換えに、記念
品の進呈および年2回（7月、2月）の抽選会
に参加することができるとした。
令和6年度は延べ５５４名の方が抽選会に参
加いただき、スポーツ実施率の向上及び利
用者サービスの向上、利用者満足度の向上
を大いに図ることができた。
○券売機においては新札に対応する機種の
切替を行い利用者サービスの向上に努めた
が、キャッシュレス対応は未実施であり、今
後の課題として取り組んでいく

A

S



評価 評価

　　　【指定管理者が行う自己評価の基準（目安）】

　

　　　【県が行う評価の基準（目安）】

　

７．施設管理運営の課題等【指定管理者・施設所管課記入】

S

 年度事業計画書等の内容を下回る実績であり、さらなる工夫・改善が必要である。

その他の取組

項　　　　目

　個人情報保護規程の策定や職員教育、ウ
イルス対策等により、情報の漏えい、き損及
び滅失の防止に努めている。

　○令和５年度より新たにセキュリティポリ
シーを策定し、職員の情報セキュリティに対
する意識の向上や、利用者や自主事業参
加者からの信頼性の向上を図るととともに、
個人情報を扱うパソコン等機器類や管理シ
ステムの整備、適切な運用を行うよう職員
教育を行った。

 年度事業計画書等の内容を下回る実績であり、さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ

個人情報の保
護

 年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善努力が必要である。

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり、優れた管理運営が行われた。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり、適正な管理運営が行われた。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われなかった。大いに改善努力が必要である。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｂ

S

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり、優れた管理運営を行った。

総　合　評　価

〇迅速かつ適切な感染防止対策を実施し、
安全・安心な施設運営を行うことができた。
〇利用者の安全確保のため修繕等維持管
理に努め、施設の全面的な再開もあり、前年
度よりも利用者数を増やすことができた。
○県のスポーツ振興の拠点施設として、県
民の平等利用を確保し、利用者ニーズに
沿った管理運営を行うとともに、指定管理者
自主事業として競技力向上事業、生涯ス
ポーツ推進事業を積極的に行い、宮城のス
ポーツ振興に貢献することができた。

S

　県のスポーツ振興の拠点施設の管理者と
して、優れた管理運営を行っている。

○令和6年度末には，宮城スタジアムにスタ
ジアムの歴史（あゆみ）を紹介する年表を新
たに作成した。
○メインプール再開等による光熱水費の増
加と、経年劣化による修繕費の増加がコン
ソーシアム収支に大きな影響を与えているこ
とから、「基本協定書」に基づき、年度末に
県と協議し、次年度（令和7年度）の利用料
金の一部改定を行った。
○基本協定書の「第53条 リスク分担」に基
づく「別表10リスク分担表」では、県と指定管
理者の修繕工事等の基準金額を100万に
定めているが、大規模複合施設では一件ご
との金額が高額となる場合が多いことから、
迅速な修繕工事等の実施とその事務負担
軽減のため、「基本協定書」第53条第2項の
規定に基づき、リスク分担表の修繕・工事金
額の変更について年度末に協議し、次年度
からの県と指定管理者の修繕工事等の基準
金額の変更を行った。

○スタジアム年表を新たに作成し、これまで
の実績等を周知・広報するとともに、校外学
習や施設見学等の利用促進を図っていくこ
ととしている。
○大規模複合施設では1件ごとの金額が高
額となる場合が多いことから、迅速な修繕工
事等の実施とその事務負担軽減のために
も、この基準額の変更を行った。変更基準額
を250万とした理由は、金額を変更すれば、
現在の工事件数の凡そ9割以上は指定管
理で対応可能となる。 S

　光熱水費の増加など施設運営にかかるコ
ストが大きくなる中でも、宮城スタジアムの年
表新設や指定管理者負担による修繕・改修
の実施など、県が求める以上の取り込みを
指定管理者主導で行っている。

県の評価
【施設所管課記入】

S

主

な

視

点

そ
の
他

○個人情報保護法に準じた規程を遵守する
とともに、個人情報の適切な取り扱いを確保
するため、専用ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて当該規程
を公表している。
○取得した個人情報は書棚を施錠し管理を
徹底した。
○施設予約ｼｽﾃﾑの専用回線化、ﾊﾟｿｺﾝの
ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙ設定、ｳｨﾙｽ対策の実施やﾊﾟｽ
ﾜｰﾄﾞ管理の徹底を行い、私有ﾊﾟｿｺﾝ・外部記
憶装置等の持込み及び指定ｿﾌﾄｳｪｱ以外
の使用を禁止した。

A

　利用者ニーズを適切に把握しつつ、幅広
い年齢層を対象としたプログラムを展開し、
生涯スポーツの普及・振興、運動機会の創
出・増加に努めている。また、団体貸切が入
りにくい日程・時間帯での実施により、施設の
有効利用が図られている。

S

○令和６年度は競技スポーツ振興のため、
国民スポーツ大会報酬金を拡充し、また新
たに競技用具整備支援事業を開始した。
○施設を活用し、下記事業を実施した。
①選手・指導者育成・支援事業
②地域スポーツ支援事業
③競技会の開催機会提供事業
④スポーツ環境整備事業
⑤フィットネス&レッスンプログラム

○こうした取組により、今後、本県選手団の
競技力の向上や国民スポーツ大会での成
績向上が期待できる。
○指定管理者自主事業として競技力向上
事業、生涯スポーツ推進事業を積極的に行
い、宮城のスポーツ振興に貢献することがで
きた。
○多様なプログラムを実施し、施設の利活
用促進・PRにつながった。
○フィットネス＆レッスンについては、利用者
ニーズの把握に努め、リピーターの増加及び
満足度の向上に繋げることができた。
○左記各種事業に対し、延べ79,321人に
参加いただいた。

項　　　　目

事業実績
【指定管理者記入】

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

管理運営の課題等

指定管理者
【指定管理者記入】

○指定管理期間5年間を見据えた維持管理計画により修繕及び備品の
更新を実施しているが、大規模施設であること、老朽化が進んでいること
から、更に長期的視点での計画及び平準化した執行が必要である。利用
者の安全確保及び施設の快適性維持のため、県担当課と連携して取り
組んでいく。
○猛暑等の気候的要因や施設再開に伴う電気・ガス・水道の使用量の
増加と単価高騰の影響を受け、光熱費の増加が収支に大きな影響を与
えている。職員一人一人が節減意識を高め、予算の管理・業務執行に真
摯に取り組むとともに、県と協議の上、更なる利用料金の改定などを検討
するとともに、利用者数や施設稼働率の向上による更なる収益増に努め
たい。

県
【施設所管課記入】

　施設の維持管理については、昨年発生したの漏電のように、今後も老朽
化による突発的な事案が発生するものと考えられる。引き続き指定管理
者と連携し、サービスの向上及びコスト削減を念頭に置くとともに長期的な
観点から修繕及び改修を実施していく。
　また、メインプール再開、猛暑、光熱水費の単価増などが運営費に大きく
影響を与えている実態を踏まえ、条例改正による利用料金改定を検討
し、収入増を図っていきたい。

A

自主事業の実
施

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり、適正な管理運営を行った。

Ｂ
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